

このチェック表は、施設内の感染対策についての自主点検を目的としたものです。
施設の状況に合わせ、各項目の内容を十分に検討していただいた上で、施設内感染防止対策にお役立てください。

　担当者でご相談のうえ、自主点検・自主記入をお願いします。

　適なら〔○〕、不適なら〔×〕、貴施設に関係のない項目は斜線を記入してください。

（参考）★★★　：平常時から実施すべき項目、又は体制を整備すべき項目

　　　　　　★★　：感染症等の発生時に実施するか又は対応等を強化する必要がある項目
· ：施設の衛生管理向上のため実施することが望ましい項目
施設名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　点検日：　　年　　　　月　　　日

点検者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（職種：　　　　　　　　　　）

点検者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（職種：　　　　　　　　　　）
Ⅰ　感染対策の充実
	１．自主管理マニュアルの作成と活用★★★
　　目標：感染対策に対して施設全体で取り組む
	

	1
	施設内感染対策委員会を設置している。
	

	2
	委員会を定期的に開催している。（年　　回開催）
	

	3
	委員会の構成員は、管理的立場にある職員（施設長・事務長等）、医師、看護師、栄養士、介護職員等を含んでいる。
	

	4
	施設内感染防止マニュアルを作成し、スタッフに周知徹底している。
	

	5
	マニュアルには日常行うべき予防策（平常時の対応・事前対策）、発生時の対応策（行動計画）及び原因別の対応策が盛り込まれている。
	

	6
	発生時の対応策（行動計画）には、感染の防止策（手洗いの方法、排泄物・吐物の処理、消毒方法など）が盛り込まれている。
	

	7
	マニュアルに患者及び家族への説明や対応が盛り込まれている。
	

	２．連絡体制★★★

　目標：職員、保健所等関係機関との連絡体制を整備
	

	8
	異常事態を疑ったときの施設職員の連絡体制ができている。
	

	9
	休日、夜間の施設内で職員の連絡体制ができている。
	

	10
	感染症もしくは食中毒の発生またはそれが疑われる状況が生じたとき、市町村の社会施設等主管部局、施設管理医、保健所に対する報告する体制ができている。
	

	11
	休日・夜間の社会福祉施設主管部局への連絡方法を把握している。
	

	12
	感染症もしくは、食中毒の発生またはそれらが疑われる状況が生じたとき、利用者家族への情報伝達方法が決められている。
	

	３．感染症発生状況の把握と周知★
　　目標：発生状況情報を活用し、注意の喚起や必要な予防策をとる
	

	13
	施設内感染対策委員会で取り上げられた情報（サーベイランス情報等）が、職員に伝達されている。
	

	14
	施設内の感染症の発生数が把握できており、集団感染を疑うべき基本ラインが設定されている。
	

	15
	施設内の感染症発生状況のデータ収集・分析をしている。
	

	16
	地域の感染症発生状況について情報を入手している。
	

	４．研修の実施と参加★★★

　目標：職員研修で予防知識や技術を習得する
	

	17
	職員に対して、感染対策に関する教育・研修会が定期的かつ計画的に行われている。（年〇回）
	

	18
	新規採用時には必ず感染対策に関する教育を実施している。
	

	19
	施設内だけでなく職員の外部研修への参加を積極的に実施している。
	


Ⅱ　平常時の健康管理と感染予防

	１．利用者の健康観察★★★

目標：健康観察を通じて、感染症を早期に発見
	

	20
	日常注意しなければならない観察点（発熱・嘔吐・下痢・咳・咽頭痛・鼻水発疹）を職員が理解している。
	

	21
	利用者の過去にかかった感染症や予防接種の状況、健康状態の情報を把握している。
	

	２．職員の健康管理★★★

　目標：職員の健康状態の把握が施設の感染症の発生予防に有効
	

	22
	職員は施設内に病原体をもちこむリスクが高いため、感染症の症状を呈した場合、施設の実情に応じ、就業を停止することができる。
	

	23
	定期的に職員の健康診断を実施している。
	

	24
	職員が体調不良を申告しやすい環境を作っている。
	

	25
	職員が体調不良で休んだ場合、その状況・症状を把握している。
	

	26
	インフルエンザ等予防接種を実施している。
	

	27
	職員は、咳の出るときはマスクを着用している。
	


Ⅲ　施設設備の衛生管理

	１．施設や身の回りの物の清潔★★★

　目標：ノロウイルスなどの汚染を受けやすい箇所は定期的に消毒する
	

	28
	施設内の整理整頓を実施している。
	

	29
	入所者がよく触れる設備（ドアノブ、取手、手すり）は、消毒用エタノール等で清拭・消毒している。
	

	30
	入所者が使用する吸い飲みは、使用する都度、洗浄している。
	

	31
	居室の清掃を定期的に行っている。
	

	２．ゾーニング（施設内の区域分け）★

　目標：施設を汚染区域、清潔区域別に区分けして感染予防を徹底
	

	32
	施設内は清潔度により、清潔区域と汚染区域に区別している。（区域を表示するなどして区別している）
清潔区域：調理室・給湯室・リネン庫など

汚染区域：トイレ・手洗い場・汚物処理室・ゴミ置き場・洗濯室など
	

	33
	清潔区域においては清潔区域のものを持ち出さない、汚れたものは持ち込まないなど、清潔区域を衛生的に使用している。
	

	34
	汚染区域においては、汚染区域にあるものを持ち出さない、作業終了時は手洗いするなど、汚染を拡大しないように使用している。
	

	３．水の管理★★★
　目標：日常の点検で飲料水の汚染等を早期探知
	

	35
	給水設備、給湯設備の保守管理が適正に行われている。
	

	36
	冷却塔がある場合は、冷却塔の清掃を月1回程度実施している。また、レジオネラの検査を定期的に実施している。
	

	４．浴槽水の管理★★

　目標：汚染時は、残留塩素濃度を確認し、ろ過器等の清掃、消毒を実施
	

	37
	浴槽に入る前に十分体を洗っている。
	

	38
	浴槽の湯の交換、清掃、消毒をこまめに行い、衛生管理を徹底している。
	

	39
	塩素剤による消毒を実施し、濃度を測定している。（公衆浴場法　0.4mg/㍑以上）
	

	40 
	循環式浴槽の場合は次の項目全部の清掃を実施している。（①週一回以上ろ過器を逆清浄し汚れを排出。②集毛器の毎日の清掃　③循環ろ過装置の週一回の消毒。）
	

	41
	浴槽水の検査（レジオネラを含む）は、定期的に実施している。
	

	５．喚起気・空調設備の管理★★★

　目標：室内の汚染対策は十敏な換気、換気装置は定期的に点検
	

	42
	空調・換気設備の保守管理が適正に行われている。（排気口の汚れ、目詰まり、排気口付近の障害物、異常音等）
	


Ⅳ　感染症発生時の対応

	１．感染症発生の状況把握★★

　目標：患者の発生状況を確認し、感染予防対策をとる
	

	43
	入居者と職員の健康状態（症状の有無等）を、発生した日時、階及び居室ごとにまとめて把握できる。
	

	44
	受診状況と診断名、検査、治療の内容を記録している。
	

	２．患者の発生と患者管理★★

　目標：発生時は利用者・職員の手洗い、施設消毒を徹底。発症者の居室分け等で感染拡大防止
	

	45
	環境を汚染すると予測される患者は個室に移すか、同じ感染症患者を一室にまとめて管理できている。
	

	46
	職員を介して感染拡大しないよう、手洗いや排泄物・吐物の適切な処理を徹底できる。
	

	47
	感染症の病原体で汚染された機械、器具、環境の消毒・滅菌は、適切かつ迅速にできる。
	

	48
	消毒薬は、対象病原体を考慮して選択できる。
	

	３．代替食の検討★★

　目標：給食業務停止時の食事確保、代替食の供給方法を検討
	

	49
	給食等の調理業務の自粛、業務停止等に備え、利用者の食事を確保するための代替措置を検討している。
	

	４．終息時の対応★★
　目標：利用者・家族に原因等を説明し、不安を解消
	

	50
	施設利用者・家族の不安解消と、利用者個人の感染予防に対する意識を高めるためにも必要な情報を提供し、不安解消に努める。
	

	51
	感染予防対策マニュアルが有効であったか再検討し、必要に応じて更新できる。
	

	52
	発症職員は症状が回復しても十分な手洗いを実施し、健康管理に努める。
	


参考：「高齢者入所施設等における感染予防対策標準マニュアル」高齢者感染予防対策マニュアル検討会（愛媛県今治地方局保健福祉活動ネットワーク事業）　平成19年3月

　　　　「高齢者介護施設における感染対策マニュアル（置賜保健所編）」高齢者福祉施設等感染対策マニュアル検討会（山形県置賜保健所）　平成17年度
高齢者入所施設における感染対策のための自主点検表
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